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第２６３４回 例会報告   

ゲスト並びにビジター紹介   

ゲスト 寺西 良一 様 （魚津市環境安全課長） 

李  峰 君 （米山奨学生） 

ビジター 寺岡 一郎 君 （大森Ｒ・Ｃ） 

 

 

 

 

誕 生 祝    

６月 ９日 岡崎 外雄 君 夫人  

 昭和 2年生まれで81 歳になります。私も81 歳です。子供たちは東京に住んでおり、現在は家には老夫

婦で住んでおります。このように皆さんに祝っていただいたことで改めて 81 歳という年を思い出します。二

人の共通の話題は、健康か病気か医者の悪口になります。妻は若い人たちにお花などを教えており「ボ

ケ」防止に役立っております。 

６月 17日 辻  英晴 君 夫人  

 昭和 41 年生れです。42 歳になります。私は 51 歳なので昔話をしても少し話のずれがあります。新婚旅

行はエジプトに行きました。その時いろんな有名な所に行きましたが、朝起きたときに「空気が美味しいな」

と感じた思い出がありました。今後ともよろしくお願いします。 

会 長 挨 拶     

当クラブの平均年齢は魚津西Ｒ・Ｃに比べて若いです。本年度も残り 1ヶ月となりましたが、自然体

でやりたいと思いますのでご協力願います。そろそろ今年度の事業報告ができるよう各委員会も準

備してください。 

幹 事 報 告    

★ガバナー事務所   月信の発刊についての案内 

★黒部中央Ｒ・Ｃ 6 月度例会案内 

出 席 報 告    

30 名 83.33％     第 2632 回 83.33％ → 86.11％修正 

ニコニコボックス    

山澤 正和 君 ボーリング大会で優勝しました。 

松田 栄明 君 なんとなく嬉しくて 

委員会報告    

R.I. District2610． ROTARY CLUB OF UOZU 

魚津ロータリークラブ 会報誌 
2007－2008 年度 RI 会長 ウィルフッドＪ．ウィルキンソン 

                魚津Ｒ.Ｃ会長  谷川 文紹 



雑誌委員会  「ロータリーの友」6月号の概要説明 

卓  話      

 「環境問題について」  寺西 良一 様  （資料あり）  松田君より講師紹介 

ロータリーの奉仕活動について行政当局からも感謝いたします。     

私の課で取り扱っています業務は公害問題・ごみ問題・環境問題・

騒音問題といったことで多岐に渡っております。幸いにも現状で

は魚津市では特段の問題は起きておりませんが、危機管理につい

ては常日頃留意すべきと考えております。 

水に関する問題は大変に重要な問題です。地下水の問題について最近確かに地下水位は下

がってきており、地下水は無限ではありません。有限ですので節水に心掛けてください。全

世界では海面上昇に対して深刻な問題として取れえられています。 

ゴミの問題では今までの大量生産に大量消費といった問題もかかわっています。江戸時代

には循環型社会が形成されていました。すなわち食べたものは土に返すといった社会形成が

なされていました。魚津市当局においても循環型社会を形成してゆこうとする動きがあり、

いろんな施策を行っております。このことについては皆様にも協力をお願いします。廃棄物

とは家庭から出る一般廃棄物と事業活動から発生する産業廃棄物に分かれます。産業廃棄物

は発生元である事業主の責任で処理を行っていただきます。魚津市は一般廃棄物の「燃やせ

るゴミ」「燃やせないゴミ」とも昨年度は対前年比で多少下がってきています。「資源物ゴミ

（リサイクルゴミ）」は横ばい状態です。市内には 5 箇所の常設のステーションがあります。

「資源物ゴミ」が横ばいということは多少「燃やせないゴミ」の中に混ざっているのではな

いかと考えられます。行政としては国も行っていますが「ゴミを出さない」といったことか

ら「ゴミを発生させない」といったことにシフトを変更してきています。 

「ゴミを減らす 3つのＲ運動」に協力願います。即ち Reduce リデュース･･･ゴミを減らす 

Reuse リュース･･･繰り返して使う Recycle リサイクル･･･再生資源にする  の運動です。 

順番もこのとおりです。このゴミの問題では市の予算で 3億円強を支出しています。 

皆さん一日 100ｇのゴミの削減に努力してください。それによって魚津市は年間 1700ｔのゴ

ミを減らすことができます。 

 私も家庭菜園を行っておりますが、一般的に嫌われている虫もやたらと殺虫するのではな

く植物の発育に重要にかかわっております。即ち自然の摂理に逆らうべきでないと思います。  

これら自然環境を大事にすることが肝要なことだと考えます。 

自然環境破壊の中にもいろんな要因がありますがこの中でも二酸化炭素に関する問題が一

番です。富山県が中心になって行っている「レジ袋削減運動」はレジ袋を無くしようといっ

たことではなく、精神は「物を大切にしよう」といったことです。【この世界は未来の子供た

ちからの預かり物である】といった精神を是非持ってください。これは我々大人の責任問題

であると考えます。 

あるマスコミで報じていましたが地球温暖化によって「毒蜘蛛が北上してきている」とか

私自身視察で熊本に行きましたが「米の生産が減少している、北海道が増産の傾向がある」

と聞きました。この地球は知恵を持っている人間が努力すべきと考えます「一人ひとりがで

きることから始めましょう」を提唱します。これが地球にまた環境に優しい世界を創り上げ

ることができると考えます。 


